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中世 ブ ル ッへ 史研 究 序 説II
2000年代以降の研究成果から
はじめに
河原 温
筆者は、以前、本誌上において 「中世ブルッへ史研究序説 一最近20年の
研究動向から一」(2003年3月)を発表 し、中世後期の北西 ヨーロッパ随一
の国際商業都市であったフラン ドル都市ブルッへ(ブ リュージュ)に ついて
1980年代か ら2000年代初頭に至る20年間の研究状況を概観 した1。その前
稿を承け、本稿では、その後13年の時を経た現段階のブルッへ史研究の主要
な成果 を取 り上げて、21世紀を迎えたヨーロッパ中世都市史研究の潮流の中
で、中世後期のブルッへ史研究がいかなる意義をもちうるのかについて若干
の考察を行いたいと思 う。
中世ブルッへ史研究は、2002年にブルッへで 「ヨーロッパの文化的首都と
してのブルッへの歴史と芸術」 をテーマとして開催 された 「ブルッへ2002年
展」のカタログ(A.ヴァンデワル編 『ハンザ商人とメディチ銀行一ブルッへ、
ヨーロッパにおける文化的交換市場』A.Vandewalle[2002])の刊行がそれまで
のブルッへ史の成果を総括する山つの画期をなしたと言える。しか し、それ
以後も、中世後期特 にブルゴーニュ公国時代のブルッへを対象 として、ベル
ギーのヘ ント大学及びルーヴェン大学を拠点 とする若手研究者を中心に英米
仏独蘭の研究者 も含めて続 々とモノグラフが刊行 されてきた2。またヨーロッ
パ中世都市史およびフランドル伯領史、ネーデルラン ト史、ブルゴーニュ公
国史といったより広範な空間的枠組みのなかでブルッへを含む都市と国家形
成の様々な側面をテーマ とした国際研究集会の報告論集がヘント大学のマル
ク ・ボーネを総監修者として数多 く刊行 されてきている3。そうした国際研究
集会では、狭義の都市制度史、政治史、経済史のみならず、社会集団(外 国商人、
エリー'ト、下層民、仲間団体(ギ ルド)、兄弟団など)の意識や行動、社会規
範(都 市条例、モラル規制など)の創出、成員間の様々なコミュニケーショ
ンと儀礼(紛 争解決、外交交渉、プロセッション、トー ナメント、入市式など)、
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都市 のアイデ ンテ ィテ ィ(印 章、軍旗、祝祭、 プロセ ッシ ョン、市壁 ・市 門、
公共建築等)と 都市 間ネ ッ トワー クの形成、都市空間の表象、都市民の言語 ・
感情 ・衣食 の問題 な ど多様 な分野 について比較史 的な視点か ら検討 が進め ら
れて きた ように思 われ る4。2006年にア ン トウェルペ ン大学 におい て新 た に
創刊 されたオラ ンダ語 圏の都市史 を扱 う雑誌 『都市 史』(Stadsgeschiedenis)の
創刊号 におい て、 中世 ネーデル ラン ト都市 の研究動 向 をまとめ たP.スターベ
ル(Stabel[2006])が、そ うした多様 な都市史の テーマの展開 につい てすで に言
及 しているが、以後10年 の 問にその傾向 はさらに強 まった ようにお もわれる。
以下 では、 まず 中世 中期 以降のブル ッへ史について2000年以 降刊行 された
主 要 なモ ノグラフ を取 り上 げたのち、 よ り広範 な枠組 みの中で進 め られて い
るアプローチに即 して近年 の諸成果 を概観 したい。
1.中 世 ブ ル ッへ に 関 す る モ ノ グ ラフ か ら
?
?
以前 の拙 稿(2003年)に おいて紹介 した ように、 ブル ッへ史 に関す る通史
や、様 々 な専 門分野 の研 究者 を動員 した総合 的著作 は、1990年代 末 まで に出
尽 くした感があ り、2000年以 降、現 在 まで新た な通 史は管 見の限 り刊 行 され
ていない。代 わって、最近 では、ブル ッへ史の特 定の時期 を対象 としなが ら、
都市 空 問の特性 と人的 ・社会的組織 の在 り方 を学 際的に分析 したモ ノグラフ
が多 くなっている。 その点 で まず注 目されるのは、E.ボ ガール トの 『中世後
期 ブル ッへ のエ スノグラフ ィー:1280-1349年』(BogaertII[2004])であろ う。
本書 は、13世紀後半か ら14世紀半 ばまでの ブルッへの都 市社 会 を象徴 人類学 、
都市 地理学 的視 点か ら論 じ、特 に都市 内の象徴 的空聞(市 場広場 やブル ゴー
ニュ公の邸宅、市 門、 「水の倉庫」<Waterhalle>や教 会等)と 一年 の暦の 中で
定 期的 に行わ れた祝祭 や儀 礼 を通 じた市 民(特 に手工業 ギル ドのメ ンバ ー)
たちの儀礼 的活動 を分析 し、聖なる都市 としてのブル ッへ の都市 アイデンティ
テ ィ形成 を探求 している。
J.M.マレ ー 『資 本 主 義 の 揺 藍 の 地 と して の ブ ル ッへ,1280-1390年』
(Murray[2005])は、中世後期 の国際市場 の一大 中心 地であ ったブル ッへ にお
ける国際商業取 引 と商人の在 り方 を、 イ タリア商 人の卓越 した活動 を中心 に
論 じたR.ロ ーヴ ァー らの先行研究 を踏 まえつつ、 ロー ヴァー によって は十分
評価されてこなかった在地のフラン ドル人宿屋経営者(hotelier)の役割に注
目し、彼 らによる取引形式の刷新 とブルッへ市場におけるその役割を明らか
にした。オーソ ドックスな経済史 ・商業史的視点に立ちつつも、水の都 とし
てのブルッへの都市構造を踏 まえたす ぐれた歴史地理学的研究にもなってい
る。敢えて15世紀 まで射程 を広げず、14世紀に限定 してブル ッへの国際商
業拠点 としての機能 と都市構造を論 じた手法は、かつて同じく14世紀のヘ
ントの都市構造について総合的に論 じたアメリカの歴史家D.ニコラスの著書
『中世都市の変容一 アルテヴェルデ時代のヘン ト、1302-1390年』(1987年)
を想起 させるものである。
＼!
ハ ンザ商 人 と彼 らの ブル ッへ 国際 市場 にお け る役 割 につ いて は、 ドイツ
の研究者A.グ レー ヴが ブル ッへのハ ンザ商 人の活動 の再評価 を行 って いる
(A.Greve[2001][2011])。ブル ッへ で活動 した メデ ィチ銀 行 をは じめ とす るイ
タリア商人 ・金融業者 たちの活動 をあつ かったモ ノグラフ としては、B.ラン
ベール 『都市、公、 そ して彼 らの銀行 家:ラ ポ ンデ ィ家 とブル ゴーニ ュ国家
の形成(1384-1430)』(Lambert[2006])とL.ギャロ ッピー二 『中世 後期
のブ ル ッへにお ける トスカー ナ商 人』(GaloPPini[2014])が、ル ッカ とフ ィ
レンツェの商 人の活動 を中心 に、 フ ランス王や ブル ゴーニ ュ公 と結 びつい て
展 開 された彼 らの ビジネス戦略 とそれぞ れの商 人の 「家」 を媒介 に した活動
を論 じている。
政治社会 史的視点 か らは、J.ハマ ース 『公共善 のため に:マ リー ・ド ・ブ
ルゴーニュ統治期 にお ける国家権力 と都市反乱(1477-1482)』(Haemers[2008])
お よび 『フ ィ'リップ端麗 公 に対 す る摂政権 をめ ぐる闘争』(Haemers[2014])
の2冊 が重 要な成果で ある。前者 は、1477年の シャルル ・ル ・テ メレー ルの
戦死 に よるヴ ァロワ ・ブル ゴー ニュ家 の崩壊後、 シ ャルルの後 を継承 しなが
ら、5年 後 に落馬事故で亡 くなった シャルルの一人娘のマ リー ・ド ・ブルゴー
ニュの統 治期(1477-1482年)を対象 に、南 ネー デル ラ ン トの都 市 と君 主 の
関係 を政治社会 史 として分析す る。 シャルルの死 後、南 ネー デル ラン ト(特
にフラ ン ドル)諸 都市 が、 シャルル支 配以前 に都市 が享受 して いた諸特権 の
回復 を要求 し、マ リーに よってそ れが認 め られ たプロセス とマ リーの死 後マ
リーの夫であ るハ プスブル ク家の マク シミリア ンに よるネーデ ルラ ン ト都 市
政策 に対 して ネー デル ラン ト諸都市 が行 った抵抗 のプロセスが両者(都 市 と
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君主)双 方の政治的言説の分析 を交えて検討 されている。 また後者 は、マ リー
の死後幼 い息子の フ ィリップ端麗公 の摂 政 と して ネーデル ラン ト支配 に乗 り
出 したマク シ ミリア ンに よる君主権力 の強化 と都市 自治の抑制政策 に対 す る
フラ ン ドル都市 と りわけ ブル ッへ の闘争 を論 じる。1488年にマクシ ミリア ン
が一・時、 ブルッへ市民 の一派 によ り投獄 された事件 をベ ースに1492年まで展
開された親マ クシ ミリア ン派 と都市側市 民エ リー トの争乱が もた らした都市
ブル ッへの政治社会 的地位の変容 は、 同時期の ブル ッへの国際商業 におけ る
地位 の低下 と連動 していたので ある5。ハマース は、 この時期 た都市 ブル ッへ
が経験 した政治 的、経済 的危機 とそれに対応 した都市 指導層 の動 向を詳細 に
分析 してい る。 ブルゴーニ ュ=ハ プスブ ルク公家 とネー デルラ ン ト都 市の対
抗 的関係 はこれまでもっぱ らフ ィリップ ・ル ・ボンとシャルル ・ル ・テメ レー
ルの統治期 を中心 に研究 されてきたき らいがあ るが、ハマース によるポス ト・
シ ャル ルの時期 の政治社会 の分析 は、M.ボ ーネの一連 の研究(Boone[2003]
[2010a][2010b])とともに、 とりわ け1488年か ら92年 にかけて の摂 政マ ク
シ ミリア ンとブル ッへの 間で生 じた政治的危機 とその後 の展 開がハ プス ブル
ク家 に よる南 ネーデ ルラ ン ト支 配の礎 となった ことを改め て浮 き彫 りに し、
この時期の君主 と都市の間の儀礼的関係 の重要性 を示 した点で注 目され よう6・
また、南ネーデルラ ン ト全体 を枠組 み として、ブル ッへ をは じめ とす るネー
デル ラン ト諸都市 と君 主(ブ ル ゴーニュ家)を め ぐる政治的 コミュニケー ショ
ンの詳細 な分析 を行 ったのが、E.ルクープル ーデ ジャルダ ンの 『都市の儀礼:
ブル ゴーニ ュ公 統治期南 ネー デル ラ ン トの政 治的 コ ミュニケ ー シ ョン試 論』
(Lecuppre-Desjardin[2004])であ る。彼 女 は、 と りわけ フィ リップ ・ル ・ボ
ンとシ ャルル ・ル ・テメ レールの統治期 を中心 に、 フラ ン ドル、エ ノー、ブ
㍉
ラバ ン ト諸都市 が ブルゴーニュ公 との政 治的関係 を入市 式や君主 に よる都 市
破壊 な どを通 じて いかに構 築 して いったか、その 「政治 的 コ ミュニ ケー シ ョ
ン」の儀礼性 を明 らか に してい る。その中で、 ブル ッへ は、ヘ ン トとともに、
公の集権的政策に対抗 しつつ も、国際商業の中心都 市 として、君主(ブ ル ゴー
ニ ュ公)の 財政の最大の負担者 として良好 な関係 を維持す る必要性 に迫 られ、
君主 との相 互依存 的関係 を多様 な 「政 治的言語」 と 「都市儀 礼」 を通 じて取
り結 ぼうと した ことが示 され る。
他方、都市 と宗教の関係 を軸 に、中世後期の ブルッへ社会 を論 じたのが、A・
ブラウ ンの 『中世 ブル ッへの市民的儀礼 と宗教,1300年頃 一1520年』(Brown
[2011]である。 この研究 は、 フィ リップ ・ル ・ボ ンか らマ リー ・ド ・ブルゴー
ニュお よびそ の息子 の フィ リップ ・ル ・ボー に至 るブル ゴー ニュ=ハ プス ブ
ルク家の君主 たちの統治期 を中心 に、ブル ッへ におけ る宗教 的儀礼 が君主 と
都市 の相互 関係 をいか に規定 していたか を論 じ、「聖血 の行 列」や 「総行列 」
をは じめ とす るさ まざまな 「都市 の宗教 儀礼」が都市 民の アイデ ンテ ィテ ィ
形成 に貢献す る とともに、都 市 の聖性 を市民 に もた らす装置 と して機 能 した
ことを示 した。 また、 ブル ッへ と領域君主 たるブルゴーニュ公の相 互関係 を、
都市 におけ る多様 な宗教儀礼 の実践 の文脈で 問い直 し、君主 もまた都市 の儀i
礼や都 市の宗教兄弟 団(「雪のノー トル ダム兄弟団」や 「乾木の兄弟団)に 積
極 的 に関わる ことを通 じて都 市 を君主権 力の下 に組 み こむ方策 の一 つ として
い ったこ とが明 らか にされてい る。 ルクープル=デ ジ ャル ダンの著書 ととも
に、中世都市 を宗教 と儀礼 の視 点か ら読 み解 くとい う新 たな方向性 を示 す研
究 と言 えよう。
今一つ、近 年刊行 されたモ ノグラフ と して興 味深 い ものは、P.アルネー ド
とW.プ レヴニール によるく赦 免状 〉ない しく恩赦状 〉(pardonletters)の分
析 であ る(Arnade&Prevenier[2015])。フラ ンスで はすで に多 くの研 究 の対
象 となって きた史料類型(国 王 の赦免状:lettresder6mission)であるが、 リー
ルのノール県 文書館 に も1384年以 降近世 まで豊富 なく赦免状 〉が保存 されて
きた。 ブル ッへ市民 をは じめ とす る南 ネー デルラ ン トの人 々が犯 した犯罪や
有力家 系 間の復 讐劇(vendetta)、婚姻 をめ ぐる争い な どの社 会的 トラブルに
際 し、君 主(ブ ルゴーニュ公)側 が発 給 した赦 しのための書状 を通 して、伝
統 的な文書史料 に よって は無視 されて きた よ うな人々の生 の感情 と言葉が 開
示 されてい る。 そこか らは、性 とジェ ンダー、家族 と個人的名誉、 人々の社
会 的つ なが り(ネ ッ トワー ク)な どが浮か びあが って くるの である。 その意
味で、 〈恩赦 状 〉は、社 会史的 アプローチ にお いて最 もヴィヴ ィッ ドな史料
群 と言 えるだ ろう。
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
2.社 会経済史的アプローチ
伝統的な社会経済史的視角からするブルッへ史研究は、近年さほど多 くは 六
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ないが、そ の中で、中世 ブル ッへの職業 団体(ア ンバハ ト)の構 造 を論 じたP.ス
ターベ ルの一連 の論稿(Stabel[2004][2006a][2006b][2007a][2007b】)が注 目
され よう。彼 は、中世後期 のフラ ン ドル都市 の職業ギ ル ド(ambacht)を多面
的に検討する必要性 を説 き、その社 会的結合機能や都市の祝祭文化への寄与、'
政治的支配 の枠 組み の再編へ の貢献 な ど、 政治、経済、文化 にわた る広範 な
役割 を指摘 してい る。ブル ッへの職業ギル ドについて は、特 に15世紀 の聖ル
カギ ル ド(画 家 、彫 刻家、 ガラスエ などを含 む職業団体)の 活動 を取 り上 げ
て、当該ギ ル ドに含 まれ る職種の多様 さ、規約(1440年)に み える就業規 定
の柔軟性、ギル ド成員 の一定 の流動性、親方への参入の継続性、親方作 品(絵
画)の 売買 シス テムの発展 な どを論 じてい る。彼 はまた、都 市の軍事 的組 織
と してのギル ド軍(guildorganizedmilitia)が、職業的 な軍事集団(射 手 ギル ド・
石弓隊)と ともに、都市 におけ る職業 ギル ドの政治的地位 の維持 に とって不
可欠 な役割 を果 た した こ とを明 らか に して いる(Stabel[2011])。ブル ッへの'
プロ フェッシ ョナル な軍事 組織 であ る射手 ギル ド(StJorisguilde)につ いて
は、近年L.ク ロム ビー のプ ロソポ グラフィー に基づ く詳細 な研 究が出 された
(Clombie[2013])。
J.デュモー リンも14世紀の ブルッへ の職業 ギル ドと都市 統治構 造の関係 を
論 じる中で、 ブル ッへ の職業 ギル ドの役職者 たち(deken,vinder)の選 出シス
テムやその職能 に注 目しつつ、 国際商 業市場 にお けるブル ッへ のギル ド組織
の柔軟 な対応 を論 じている(Dumolyn[2010a][2010c])。また、 ドゥモー リ ンと
ラ ンベ ールは、 ブル ッへ 国際市場 が都市 当局(参 審 人団)、ブルゴー ニュ君主
権力、各 国商 人の団体(ナ シオ)ら に よる制 度的文脈 の中で14、15世紀の う
ちにいかに変容 したかを論 じ、 ブル ッへの国際商業体 制 と15世紀末以 降のア
ン トウェルペ ン、 アムステ ルダムへ のその重心移動 に関す るヘ ルダープ ロム
(Gelderblom[2013])の主張 に反論す る形で近年議論 を提起 してい る(Dumolyn
&Lambert[2014])。
ブル ッへ の国際市場で活動 したイ タリア商 人 とブル ゴーニュ君主権力 につ
いては、近年再 び研 究の機運が高 まってお り、上述 のラ ンベ ール とギ ャロ ピー
このモノグ ラフのほか、ジェノヴァ商人 とブル ゴーニュ公の関係 を論 じたJ.ブ
ラエ クヴェル ト(Braekevelt[2009])、イ タリア商 人を中核 に君主(ブ ル ゴーニュ
公)と 都 市当局の 間の公債 と課税 をめ ぐるプロセスを検討 したB.ラ ンベ ール
の論稿(Lambert[2015][2016])が注 目される。
ブルッへの都市会計簿や都市財政 関係 の文書史料 の刊行 は2000年以降見 ら
れ ないが、ス ターベ ルと ドユモー リンによるブル ッへ の14、15世紀 のギル ド
(ambacht)規約 の刊 行が近 々予定 されてい る。 また リールの ノール県文書館
(Archivesd6partementalesduNord)に所蔵 されてい るシャルル ・ル ・テメ レー
ル統治期(1467-77年)のリール会計 院のブルゴーニュ公 の収支記録(Comptes
del'argentierdeCharlesleT6m6raire,ducdeBourgogne)が1468年か ら1475年
まで6巻 で刊 行 されてお り(A.Greve,W.Paravicinietal.(6d)[2001-2014])、今後、
シャル ル とイ タリア商人そ して都 市 ブル ッへの密接 な関係 を明 らか にす る基
礎 史料 となろ う。
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3.政 治文化史的アプローチ
中世後期 の都 市 に関す る政治文化史 的アプ ローチは、近年の フラン ドル都
市 史研 究 にお いて、最 もポ ピュラーな研 究 ジャ ンル とな って いる ようにみ え
る。 まず、都市 エ リー ト市民 の社会 的上昇 をめ ぐっては、15世紀 にブル ッへ
の出納役 の後、 リールで ブルゴーニュ公 フィ リップ ・ル ・ボ ンの財務役 人 を
務 めたブル ッへ市民 ピーテル ・ブ ラーデ リ ン(1410頃一1472)のプ ロツポ グ
ラフ ィー を通 じて、市民 か ら貴族へ の社 会的上昇 をめ ざした一市民 の野心的
人生 を扱 ったW.ド ゥ・クレー ルらの論稿(DeClercq,Dumolyn,Haemers[2QO6])
「〈高貴 に生 きるこ と〉:中世後期 フラン ドルの物質文化 とエ リー ト ・アイデン
テ ィテ ィ」が興 味深 い事 例 を提供す る7。同様 に、都市 ブル ッへのエ リー ト市
民か らブル ゴーニ ュ公 の役 人(リ ー ル会計 院の 出納役)と して社会 的上昇 を
遂げた後、都市 と公権力の対立の中で公権力 を体現 した裏切者 として、ブル ッ
へ市 民 団に よ り処刑 され るに至 った ピーテ ル ・ラ ンシャル(1420?-1488)
について、M.ボ ーネに よる詳細 な分析が、都市 と君主権力 の狭 間におかれた
ブ ル ッへ のエ リー ト市 民の運 命 を明 らかに してい る(Boone[2003][2009])。
なお ブルゴーニ ュ公 に仕 えて社 会的上昇 を遂 げた ブル ッへの市民 をは じめ と
す るフラ ン ドル市民 につ いては、 ドユモ ー リンが プロソポグ ラフィー の手法
に よ り、顧 問会 や会計 院、 国務 院な ど領邦 の代 表制組織や君 主の統治機 関へ
の市民層 の参画の実態 の詳細 な分析 を行 っている(D・m・ly・[2・・ ][2・・3])8・昌
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中世後期 のフラ ン ドル地方 の貴族 の動向 につ いては、 これ まで研 究があ ま
り進んでいなかったが、2000年代 に入 って、J.デュモー リンやF.バイラル ト
らによる一連の研究 が、14世紀 か ら15世紀 にか けて貴族層 に よるブル ゴー
ニュ公(フ ラ ン ドル伯)の 統治役 職(バ イイ職 な ど)へ の就任 の実態等 を明
らか に した。特 にバ イラル トは、 ブル ッへ とその周辺地域(ブ ル フセ ・フ レ
イエ)に お いて活動 したバ ー ンス ト家(FamilieBaenst)をは じめ とす る30
家系余 りの貴族 の盛衰 につ いて詳細 に検討 してお り、 ブルゴーニ ュ公の統治
機構 におけ る役 職の保持 、「雪 の ノー トル ダム兄弟 団」 な どの兄弟 団や聖 ヨ
リス ・ギル ド(射 手 ギ ル ド)、白熊 団(ト ー ナメ ン ト団体)の メ ンバ ー と し
ての活動、 そ して婚姻 を通 じたエ リー ト市民(都 市貴族)と の融合 な ど貴族
層の都市 ブル ッへ にお ける多様 な活動 とその流動性、柔軟性 を指摘 している
(Dumolyn&Tricht[2000];Dumolyn[2003][2006a];Buylaert[2005][2006][2007]
[2010a][2010b];Buylaert,DeClercq,Dumolyn[2011])。
君主 と都市 の間の政治 的、経 済的諸特権 をめ ぐるせ め ぎ合 いで発せ られた
君主側 と都市側 双方 の政治的言 説(politicaldiscourse)の分 析 は、 ブル ッへ、
ヘ ン トの ブル ゴーニ ュ公家=ハ プス ブル ク家 に対 す る反 乱の 時期(1436-38
年、1449-53年、1458年、1467年、1488年な ど)を 中心 に近年 デュモー リン、
ハマ ース、 ルクー プル=デ ジャルダ ンらに よってな されて きた。都市 反乱期
の ブルゴーニュ公 と都市 が和 平交渉 において発 したそれぞれの政治 的言説の
微妙 な絡 み合 いの中に、15世紀の社会空 間におけ る君主 と都市 それぞれのイ
デ オ ロギ ーの表 出が よみ とられ てい る(Dumolyn[2003][2006b][2007a][2007b]
[2008a][2008b][2009][2011][2012a][2012b]【2013b];Dumolyn&Haemers[2005]
[2012];Dumolyn&Lecuppre-Desjardin[2005][2010];Haemers[2014];Braekevelt&
Dumolyn[2012];Lecuppre-Desjardin[2004][2008])。そ う した都 市 と君主 の政 治
的 関係 を象 徴す る政治儀礼 として行 われたブ ルゴーニュ公 による都市 入市式
は、その華麗 さと儀礼性 によ りルクープル=デ ジャル ダン(Lecuppre-Desjardin[
2004])をは じめ近年研究者の 関心 をひきつ けて きた と言 えよう9。
4.社 会 史 的 ア プ ロー チ
(8) 中世ブルッへの都市社会史としては、以下の4つ の トピックを取 り上げて
お きたい。
(1)都市 空間の意味 と表象
前近代都市 におけ る特定 の空間 ない し場 の もつ象徴 的意義 につ いては、 近
年 さまざまな議論がな されている。その嗜矢 となった論稿 が、M.ボーネ、P.ス
ターベ ル編 の論集 『中世後期 ヨー ロッパ における都市 アイデ ンテ ィティの形
成』(Boone&Stabel(ed.)[2000])であろ う。本書所収 のM.ハ ウエル 「中世
後期の都市性 におけ る諸空 間」は、中世後期 の都 市 にお ける多様 な社会空 間
を想定 し、市壁や広場、街路 、教会、市庁 舎、鐘楼 といった都市 の場(ス ペース)
や ジェンダーで区切 られ た公私 の空 間、居 酒屋 や娼館 な どの境界 的場 な ど社
会的 に作 り出 された空 間の持 つ社 会政治 的、 文化 的意味 を問 うことを中世都
市史の課題 として論 じてい る。本書 の刊行 の2年 後 に 『学 際史雑 誌』(Journal
ofInterdlsciplinaryHistory)の特集号が刊行 され、P.アルネー ド、M.ハウエ ル、
W.サイモ ンズの連名論文 「北部 ヨー ロッパにおけ る都 市空間」(Arnade,Howell,
Simons[2002])が、都市 空間の社 会史へ のアプロ■一・一チを引 き継 いだ。H.ルフェー
ブルの 『都市 の生産力』(1972年)を理論的出発点 としつつ、アルネー ドらは、
前近代 の都市 空間(都 市 的場)の 新 たな位 置づけ を提起 した。 フヲ ン ドル都
市 につ いては、Mボ ー ネの 「中世後期 の フラン ドルにおけ る都 市空 間 と政 治
的紛争」(Boone[2002])が、ヘ ン トや ブル ッへ にお ける都 市空 間 と政治 的行
動の相 関関係 を論 じている。 と りわけ、市場 広場や鐘楼、市 壁 といった都 市
の特定の空間(ス ペース)が 、君主権力 や都市市民 に よる物理 的、象徴 的占有 ・
支配の ための場 と して機能 した ことが論 じられ る。上記 の政 治文化史 の議 論
に も繋が る問題 であ るが、都市 にお ける空 間認識の視点 か らその後多 くの論
稿が出 されてい る。市場広場についてはP.スターベ ル(Stabel[2000])とC,デ
リー ニュ(Deligne[2013】の考察 があ る。都市 の城 砦の 占有 をめ ぐる都市 民 と
君主 の競 合 につ いてのM.ボ ーネ(Boone[2013])の論稿 も政治 文化 史 と都 市
史 をつな ぐもの として重要である。 また、市場広場 に しば しば設置 され た「泉」
(fontein)が都市 の象徴 的装置 として果 た した役割 に注 目す るJ.ヴァン・レー ウ
ウェンの論稿(VanLeeuwen[2005])も興味深い。
さらに、都市 の起源伝説や記憶、都市間の交流 をめ ぐる問題 、都市 の「聖地化」
(エルサ レム としてのブル ッへのイメー ジ形成)を め ぐる議論な どが、歴史家
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のみな らず10、美術史や演劇史の論者(L.Gelfand[2007];M.Trowgridge[2009])
に よって展 開 されて いるこ とも注 目に値 する。今井澄子 が最近の論稿(今 井
[2013])で指摘 してい るよ うに、都 市 ブル ッへの実景描写(実 景 をも とに し
た包括的 な都市 描写)に 着 目した近年 の美術 史研 究 の成果 は、聖性 を備 えた
エルサ レム としてのブル ッへの アイデ ンテ ィテ ィが15世 紀後半 以降、人々に
認識 されていった ことを示唆 している。
(2)公証人 と都 市歴 史叙述
南 ヨーロ ッパ 世界 においては一般的 であった都市 におけ る公証人 の活動 に
つい ては、1990年代 までにJ.マレーやP.D.シュ ミッ トに よる13、14世紀 の
フラ ン ドル都市 の公証人 についての研究 が まとめ られ、 またマ レー を主要 な
編者 として 『フラン ドル都市 の公証人文書 集(1280-1452年)』が1995年に刊
行 され ていた11。2000年代 に入 る とH.カ レウ ィール によって15世 紀 ブル ッ
への公証人の存在 に焦点があて られ、マ レーが論 じ残 していた15世 紀 にお け
る公証 人の活動 と公証 人文書 の研 究が なされた(Callewier[2009])。公証 人が
15世紀 のブル ッへ社 会 にお いて従来考 え られていた よ りも数多 く存在 し、広
範 な活動 に従事 していた こ と、 また人文主義的教養 を備 えた公証人Romboud
DeDoppere(ca.1432-1500)のように、1490年代の ブルッへ社会の動向 につい
て、都市年代 記 に準 じた歴史叙 述 を残 した人物 を生 み 出 した こと(Callewier
[2013])が注 目される。A-L.ファ ン ・ブルアーヌやJ.デュモ ー リンらも、 ド
イ ッや イ タリアで はよ く知 られてい るよ うな中世 後期(14-15世 紀)の 都
市年代記 に代 わ るような都 市の記憶 を記 した都 市歴 史叙 述が ブル ッへ をは じ
め とす る15世紀 のフラ ン ドル都市 に も存在 したこ とに注意 を向 けてい る(van
Bruaene[2003】[2008b];Dumolyn[2015])12。
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(3)救貧 と社 会福祉'
中世後期 のブル ッへ の救 貧 ・慈善施設研 究 につ いては、教 区貧民救済組織
である 「貧民の ター フェル(armentafel)に関す るA.ガ ルヴ ィンの研究(Galvin
[2001])がほ とん ど唯一 の ものであ る。14、15世紀 のヘ ン トの 「貧民 の ター
フェル」研 究 で もつ とに指摘 され てい るよ うに、小教 区の 「恥 を知 る貧民」
(shame-facedpoor)たち を中心 に救 貧活動 を行 った 「貧民 の ターフ ェル」 の
組織の管理者のポス トは、兄弟団の監督者 と同様、参審人を含む有力市民に
より担われていた。このことは、「救貧」事業が必ずしも都市の公的事業では
なかったにせよ、市政に関わる有力者の一部によってそうした活動が分有さ
れていたことを示 しており、近世以降の救貧政策へ と繋がるシステムが構築
されていたことをうかがわせる13。とはいえ、ブルッへでは、16世紀にネー
デルラントの多 くの都市で実施された都市当局による救貧事業の一本化は実
現しなかったことも付け加えておこう。
(4)兄弟団(Broederschap)と修辞家集 団(Rederijkers)
中世 ブル ッへ にお ける 「市民 的宗 教」 の担 い手 となっ た兄弟 団(兄 弟 会
broederschap)の活動 について は、R.ス トロー ムが音 楽史 の視 点か ら、A.ブ
ラウ ンが宗教社会史 の視 点か ら1980年代 か ら90年代 にか けて 「雪 のノー ト
ル ・ダム兄 弟団」 や 「乾 木 の兄弟 団」 の活 動 につ いて論 じていた14。さらに
上述 した2011年のモノグラフにおいてブラウ ンは、ブル ッへ都 市社会の うち
にかか る兄弟 団の活動 を位 置づ け、都市 支配層や貴族 を含 んで いたこ うした
兄弟団が15世 紀 の都市 共同体 において果た した宗教的、儀礼的役割 を論 じて
い る(Brown[2011]。しか し、 ブル ッへ の兄弟会 は、15世紀 まで に少 な くと
も18を 数 え、史料 的制 約 はある ものの、そ の社会 史的役割 について はなお、
研究の余地 を残 してい るとい えよう15。
また、兄弟 会 とも密接 に関わ りなが ら、中世後期 のネーデ ルラ ン トにおい
て都市文化 の担 い手 となった のが、修辞家(rederijkers)と呼 ばれた一群の ア
マチ ュアの詩人 ・文章家であ る。彼 らは多 くが都市 の中産 の商工業者 であ り、
自身 の属 する職業ギ ル ドや兄弟 団のために、都 市 にお ける宗教劇 の上演 やブ
ルゴーニュ公の都市入市式 の際の舞 台を準備す る役割 を果た していた。彼 ら
の俗語(中 世 オランダ語)の 詩文は、譜誰 と批判精神 に満 ちてお り、15世紀 ネー
ゑ
デ ルラ ン ト都 市の 中産市民 の感情や イデオ ロギー を体現 す るものであった と
され る。 ブル ッへでは、石工で あったAnthonisDeRoovere(1430年頃 一1482
年)が 代 表的 な修辞家 として数多 くの詩文 を残 してお り、彼 の言説 をめ ぐっ
て近年J.オス テルマ ンやA.ヴ ァンーブル アンヌ、デ ュモー リンらによって研
究が進め られてい る。(Oosterman[2001][2005];VanBrueane[2008a];Dumolyn&
Haemers[2013]16。
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ッ
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
おわ りに
以上、2000年以降の中世ブルッへ史に関する主要な研究を概観 して きた。
最後に今後のブルッへ史研究への展望を述べてお きたい。近年のブルッへ史
研究の重心は、ブルゴーニュ公シャルル ・ル ・テメレールの統治期である15
世紀後半以降、ハプスブルク家のマクシミリアン1世、カール5世 に至る16
世紀初頭 までの時期に向けられているという印象を受ける。それは、何 より
もこの時期のブル ッへが、ブルゴーニュ=ハ プスブルク家 による国家形成の
プロセスの下で公への服従 と抵抗を通 じて自らの都市アイデンティティを確
立 していくとともに、経済的には国際市場の重心移動による衰退の始 まりの
時期でもあったことによるだろう。今後は、この時期のブルッへ都市社会を
規定 した職業ギル ドをはじめとする社会的諸勢力の在 り方やブルゴーニュ=
ハプスブルク権力 とのせめぎ合いの力学、ブルッへのエリー ト市民 ・貴族と
ブルゴーニュ=ハ プスブルク宮廷を結びつけた都市 と国家の諸組織(全 国議
会、顧問会、国務院、会計院等)の ネッ トワーク的関係、「エルサレム」とし
ての都市ブルッへ という宗教儀礼 と市民的信仰(civicdevotion)に基づいた
都市空間の聖性のさらなる探究などがすすめられると思われる。
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河 原[2003]103-120頁。
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J.M.Murray[2005];PArnade[2008];ABrown[2011]らの 著 作 が 挙 げ られ る。
ベ ル ギ ー の ブ レポ ル ス 社 か ら刊 行 され て い る 『ヨ ー ロ ッパ 都 市 史研 究:llOO-1800
年 』 シ リー ズ は 、2003年の 第1巻 刊 行 以 来 、 現 在 ま で に37冊 刊 行 さ れ て お り、
そ の 中 に ブ ル ッへ 史 関 連 の 論稿 とモ ノ グ ラ フ も数多 く含 ま れ て い る。
代 表 的 な もの と してM.Boone&P.Stabel[2000](都市 ア イデ ンテ ィテ ィ);E.Lecuppre-
Desjardin&A-LVanBruaene[2005](者B市民 の 感 情);E.Cruzet-Pavan&E.Lecuppre-
Desjardin[2008](フラ ン ドル とイ タ リア 都 市 の 比 較)な ど を 挙 げ て お く。 な お 、
そ う した 近 年 の 都 市 史研 究 の 方 向 性 を踏 ま え た一 つ の ヨー ロ ッパ 中世 都 市 史 の 試
み が河 原[2009]であ る 。
15世紀 後 半 か ら16世 紀 前 半 にか け て ブ ル ッへ か らア ン トウ ェ ル ペ ンへ 国 際 市 場
の 重 心 移 動 が 生 じた背 景 に 、 マ ク シ ミ リ ア ン の対 ブ ル ッへ 強 硬 政 策 が あ っ た こ と
は よ く知 られ て い る。 中 澤 勝 三 『ア ン トウ ェ ル ペ ン 国 際 商 業 の 世 界 』(同 文 舘)、
1993年、57-63頁。
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こ の 時期 の ブ ル ッへ の 市 制 役 職 者 の 交 代 と権 力 の移 譲 を め ぐる 儀礼 的 関 係 につ い
て は、J.VanLeeuwen[2004][2006]を参照 。
ブ ラー デ リ ン につ い て は、 近 年 関 心 が 高 ま りHaemers[2005]、Braekevelt[2012]らが
詳 細 な分 析 を行 って い る。
ブ ル ッへ 及 び ブ ル フセ ・フ レ イエ の 参 審 人 制 度 や 市 民 登 録 簿 に 関 す る 我 が 国の 研
究 と して 畑 奈 保 美 に よ る一 連 の 研 究 を参 照 され た い(畑[2007][201Q][2013])。
ブ ル ッへ に お け るブ ル ゴ ー ニ ュ 公 の 入 市 式 につ い て は 、J.Hurlbut[1990][2013]と
G.Kipling[1998]の研 究 お よ び河 原[2003][2007]、Ramaker[2005]など を参 照 。
R.Stein[2011]、青 谷[2008][2009][2010][2011][2015]など を参 照 。
J.M。Murrayetal.(eds,),NotaryPublicinFlanders,!280-1452,Brussel,1995.
ブ ル ッへ で は 、 逸 名 の著 者 に よ る 『1477年か ら1491年の 間 に ブ ル ッへ で生 じた
全 て の事 柄 に 関 す る 書』(Hetbockvanal`tgenedattergheschiedtisbinnenBrugghe
sichtentjaerl477,14februarii,totl491,[ed.CCarton,Gent,1859])が15世紀 末 の ブ
ル ッへ に お け る 犯罪 とス キ ャ ンダ ル を 詳細 に叙 述 して い る。
中世 後 期 の フ ラ ン ドル都 市 の救 貧 問題 とそ の対 処 に つ い て は、河 原[2001]を参 照 。
R.Strohm,MusicinLateMedievalBruges,Cambridge,1983;A.Brown,Brugesandthe
BurgundianTheatre-State":CharlestheBoldandOurLadyoftheSnow,History,84,
1999,573-589.最近 の 成 果 と してR.Nosow[2012]も参 照 。
河 原[2010]は、 「雪 の ノ ー トル ダ ム 兄 弟 団 」 の 個 別 研 究 で あ る。 な お 、 中 世 フ ラ
ン ドル都 市 の兄 弟 団 の特 質 につ い て は、P.Trio[2003コの 優 れ た概 観 を参 照 。
AnthonisDeRoovereの活 動 につ いて は、J.Oosterman,AnthonisdeRoovere.Hetwerk:
overlevering,toeschrijvingenplaatsbepaling,JaarboekdeFonteine,37-8,1995-96カ§基
本 文 献 で あ る。
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